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第３回新ごみ処理施設整備検討委員会での意見に対する整理 

№ 主な意見 対応 

1 プラスチック製品廃棄物の再商品化に関す

る新ごみ処理施設での取組み及び将来的な

資源ごみの広域処理について、新ごみ処理

施設の整備と同時進行で検討したほうがよ

い。 

プラスチック製品廃棄物の再商品化に関す

る新ごみ処理施設での取組み及び資源ごみ

の広域処理（既存の各資源化施設の集約化）

の方針については、組織市町の施策と整合

を図りながら、別途、組織市町と協議・検討

します。 

施設整備基本計画における整備用地選定に

係る条件の整理の中で、参考情報として資

源化施設の整備のための面積の提示を検討

します。 

2 プラスチック製品廃棄物の再商品化に関す

る新ごみ処理施設での取組み及び資源ごみ

の広域処理（既存の各資源化施設の集約化）

の方針については、本委員会とは別に、組織

市町で議論をしたほうがよい。 

3 資源ごみの広域処理を行う場合に必要とな

る資源化施設の面積を把握したほうがよ

い。 

4 今後の税収の減少を考慮し、費用面におい

ても現実的な施設整備基本構想・計画とな

るように検討したほうがよい。 

施設整備基本計画の各種検討においては費

用面も考慮するものとし、現実的な施設整

備基本計画とします。 

5 基本理念において、ごみ処理を通じた生活

や環境との関わりの視点を考慮したほうが

よい。 

圏域住民と行政が一体となって循環型社

会・脱炭素社会を推進していくことを施設

整備・運営の基本理念に追加します。 

6 基本方針２災害に対する強靱性向上におい

て、津波災害を例示する必要性について検

討したほうがよい。 

精査した結果、例示しないこととします。 

7 基本方針６圏域住民のための施設の実現に

おいて、災害時の一時的な避難場所として

の機能の基本方針における重要度、位置付

けを検討したほうがよい。 

災害時の一時的な避難場所としての機能

は、「圏域住民が身近に感じられるクリーン

で開かれた施設」の例示としての位置付け

となりますので、基本方針の記載内容を修

正します。 

8 各基本方針の重要度の観点から基本方針の

記載順序を検討したほうがよい。 

重要度はすべて同等でありますので、当初

の考えの記載順とします。 

9 処理方式の資料のうち、処理による生成物

については、種類だけでなく、各発生量につ

いても示したほうがよい。 

施設整備基本計画における処理方式の検討

段階で提示します。 
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